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夏目漱石の経済感覚
（その三）
ーーー漱石経済生活の実際＇�、`’.（ 
明治二十八年四月、
夏目金之助（漱石）は愛媛県尋常中学校
（通称松山中学校）眠託教貝として、
親友正岡子規の故郷松山へ
赴任すろ。
この松山での教貝生活が、
漱石にとっての正式な社会
人としての始まりである。
それ以前の漱石は、
明治二十六年七月
帝国大学文科大学英文学科を、
本科第二器目の学士として卒業後、
ひき続き 院に入り、
院
生として研究を続けるかたわら、
同年
十月から週二回、
東京高等師範学校英語餌託教授として出講、年
俸四百五十円を得ていた。
この高師餌託教授としての生活は、卒
菜前のアルパイト生活程不安定なものではなかったにしても、
一
万では
大
学の寄宿舎で大学院学生として暮らしているのであるか
ら、、や り完全な社会人と言うには中途半端な生活であろ。
そして、
その間に漱石は、
二度就屈運動に失敗している。
その
第一は卒菜の年、
明治二十六年の学
習院出講運動であり、
第二は
松山赴任の三ヶ月前
明治二十八年・言月の英字新聞社「ジャパン
・メ
ール」の記者志願である。
第一の学習院就職迎動は、・立花銑三郎（漱石の前年明治二十五
年七月帝大哲学科卒業、
当時学習院の覗託教授）や、
村田祐治（
同二十五年 英文 、
選科卒業の同窓一年先鉗、
当時学習院教
授）を通して行われたが、
当時学習院教授兼幹事で、
庶務課担任
l
.
のエ藷ー記の推す重見周吉に敗れ、
漱石は不採用となる。
重見問
一4 
吉は明治二十四年米国エール大 卒業の帰朝者であるが、
この時
一
彼は明治二十六年九月七日付で
、高
等官七等三級俸の教授に任命
されている。
高等官七等三級倍は、
当時
の俸給令によれば、
年俸
千二百円以上あったはずである
が、
重見の学習院での実際の俸給
は年俸六 程度であったようであろ。
漱石は卒業当時、
この学習院だけでなく、母校
の第一高等学校
や、
東京高等師範学校に向けても迎動していた。
また、
先路狩野
亨吉から、
金沢第四高等学校へ英語教師として是非赴任してほし
（註1)
い、
との要請もあった。
が、
当時の漱石は東京を廂れる気持ちは
なかったらしく 学習院不採用がほぼ決まってからも四高行きに
（註2)
は消極的想度を取っている。
そして、
一高と麻師の両方から、ほ
越智悦子
とんど同時に口の掛った際に、
彼は
ど ち ら へ も 曖 味 な 返 事 を し た
ため
、
事 態 を 紛 糾 さ せ た あ げ く 、
結 局 、
一 高 校 長 久 原 射弦 と 高
師 校 長 嘉 納 治 五 郎 と の 直 接 交 渉 に
よ っ て 、
高師へ週二回、
年 俸 四
( 11 8 ) 
百五十 円 で 出 講 す る こ と が 決 ま っ た の で あ る 。
こ う し て 大 学 院 で 研 究
を
続けながら、
高
師で教えていた漱石は、
二年後の明治二十八年一月、
英字新聞「ジャパン・メ
ー
ル 」 の 記
者
を
志 願 し て 失 敗 す る ” 採 用 判 定 の 預 料 と し
て、
禅 に つ い て 英 語
． で 述 ぺ た 論 文
（ 大 判 約 十 枚 ） を 提 出 す る が 、
そ の
論 文 が 何 の 説 明
も な く 黙 っ て 突 き 返 さ れ た の で あ ろ 。
漱石は、
こ の ジ ャ パ ン ・ メ
ール社の態度に腹を立てて、
仲 介 者 で あ る 菅 虎 雄 の 前 で 論 文 を 破
り 捨 て た と い う 。
こ の 記 者 志 願 は 失 敗 に 終
り、
結 局 は 三 ヶ 月
後 の 同
年 四 月 、 松 山
ヘ中学校教師として赴任する訳であるが、
こ こ で 漱 石
が、
教 師 以
外 の 問 に よ っ て 身 を 立 て た い と 迎 動 し
たことに注目して
お き
たい。
漱 石 は 明 治 二 十 八 年 四 月 の 松 山 中 学 校 教 師 を 皮 切 り
に、
（学生時
の ア ル パ イ ト 教 師 の 経 験 は 除 き ） 第 五 高 等 学 校 、
英国留学から帰
朝後の一高
・ 東 大 と 、
明治四十年四月の朝日新聞社入社に至るま
で十二年間教師として生活しているのであるが、
そ の 間 教 団 か ら
逃 れ た い と
いう考え
は
、
常 に 彼 の
中にくすぶっていたようである。
明 治 三 十 年 四 月 一 一 十 三 日 の 子 規 宛 書 簡
に、
「 小 生 身 分 色 々 御 配
、 、
、
慮 あ り が た ＜ 奉 謝 候 実 は 教 師 は
近頃厭にな
り 居 候 （ 中 略 ） 去 年 ＋
月 頃 教 師 を や め た い が 好 分 別 は
な き
や と 中 根 に 相 談 致 し 候 （ 後 略
．傍点筆者）」とあ
り、
明 治 二 十 九 年
十月、
つまり第五高等学校
に 転 勤 し て 半 年 、
正 式 に 教 職 に つ い て 一 年 半 に な る か な ら な い か
の 時 期 に 、
す で
に 岳 父 中
根 重 一 の 力 を 借 り て 外 務 省 翻 訳 官 や 図 書
館などの転職先を
探 し て い た こ と を 伝 え て い る し 、
そ の
後 留 学 先
のロッドンから本国の友人や妻鋭子に宛てた書簡にも「知つて教師なんかするのは厭でたまらない（明35.2.
，16 菅 虎 雄 宛 ） 」 「 著
書なんかや
ら
う と 思 ふ と 金 が 欲 し く な
る教師なんか
は い や
になる
（ 明 35 . 3 . 18 鋭 子 宛 ） 」 と あ る 。
また帰国後も、
「と
にかくゃ
め た き は 教 師
（ 明 38 . 9 . 17 高 浜 消
宛
） 」 「 小 生 如 き
は ど こ へ 参
っ て も 教 師 が い や で 生 涯 党 れ な い 剛 突 張 に 侯 （ 明 38 . 10 . 20 奥 太一 郎 宛 ） 」
と、
どうにも教師が厭で
たまらない気持らを薔簡にも
ら し て い ろ 。
そ し て 漱 石 が 、
終 始
自
分 自 身 を 教 師
に ふ さ わ し く な い 人 間 だ と
み な し て い
た
こ と は 、
教 師
を始めたばかりの明治二十八年、松山
中 学 校 の 校 友 会 誌 の 求 め に 応 じ て 掲 載 し た 「 愚 見 数 則 」 に 、
「 余
は 教 育 者 に 適 せ ず 、
教 育 家 の 資 格 を 有 せ ざ れ ば な り 」 と 述 べ 、
ま
た 晩 年 の 大 正 四 年 に 行 な わ れ た 有 名 な 講 演 「 私 の 個 人 主 義 」 に おい て も 、
その導
人
部 で 「 教 育 者 と し て 偉 く な り 得 ろ
や
うな資格は
私に最初か
ら 欠 け て ゐ た の
ですから、
私はどうも窮屈で恐れ入り
ま し た （ 中 略 ） 当 時 の 私 は
ま あ 肴 屋 が 菜 子 展 へ 手 伝
ひに行ったや
う な も の で し た 」 と 述 憶 し て い る
ことなど
か ら 明 ら か で あ る 。
このように教師
とい
う職菜にそぐわない自分自
身 を 自 覚 し 、
も
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てあましながらも漱石が教師であり続けたのは、とりもなおさず、まずは生活の登を得るため、ひらたく言えば＾食ふため＞である。このこと
を漱石は「愚見数則」の中で、
皮肉をこめて「余は教育
者に適せず、
教育家の賓格を有せざればなり、
其不適当なろ男が、
糊口の口を求めて、
一番得易きものは、教師の
位地なり」と述ペ
ている。そし
て、続いて「忍見数則」に、
「月給の高下にて、教
師の価侑を定むる勿れ、
月給は連不迎にて、下落すろ事も騰負す
る事もあるもの
なり」と述ぺた漱石は、この松山中学校で最高顆
の月給を得ていた であろ。
そこで、漱石が＾食ふため＞に、
教師と
いう労働とひきかえに
獲得した収入と、そ 収入によって支えられた彼の経済生活の実際について眺めてみたい。
、`’二（
漱石が学生当時、学資のために拗いていたアルパイト教師とし
ての収入、また、大学院生時の週二回の高師嘱託教授としての収入を別にすれば、
彼の正式な社会人労働者としての収入は、明治
二十八年四月に沼任し 松山中学校勤務による月俸八十円から出発している。
この金額は拙稿「夏目漱石の経済感党（その一）
．」
（昭60.3『岡大閲文論稿第13丹』
）で用いた
換算法によって換
算すると、現在の約六十三万円に相当
する。
この八十円と
いう月
俸は、校長の月俸六十円を越えていたこと
もあり、
現在でも、
当時漱石だけが特別の待遇を受け最高級の俸
給を与えられてい
たとして、
後年の朝日新聞社月俸二百円ととも
に高 取り漱石 その衷には特別な俸給を与えられるだけの群をぬいた才能の持ち主漱石 イメージを形作るものとして語り草ひとつになっている。
し
かし、この
ことについてオ神時雄氏は、
「漱石の月俸八十円
の行毀」（『図内』昭52.12岩波）で「この挿話には、
後年、著
名な作家になったが故 、月給の面から、若い日の非凡さ
を
語ろ
うとする伝説臭をおぼえる。ャJ述ぺている。そして、その証拠として、
漱石と同じ嘱託として五ヶ月ほど先に赴任していた理学士
横地石太郎の月棒も、漱石と同じく校長よりも二十円多い八
十円
一34 
であったことと、漱石 月給は彼の前任者であった外国人御屈教
―
師カメ0ン・ジmンソンとの比較で見れば、ジョンソンの月俸百五十円に比ぺ、そのほば半
分でしかなかったことを挙げている。
友人菅虎雄を通して愛媛県尋常
中学校から
の招聘があった時に、
「外人教師なみの待退なら行ってもよい」と答えた漱石には、
身
分は外人教師なみの嘱託教貝としての待退が与えられ、従って学級担任の仕lJJや、宿直などの雑務は免除されていたらしい。 、当の月給は半分しか支給されなか
ったのである。
そして、この当時、つまり明治初期から中期にかけて、
文明OO
化の気連に乗じて学校制度を発足し がらも
まだ日が浅
く、完全
な体制が完成し切らない時点では 校長よりも一般教師の俸給が
上であることは特別めずらしいことではなかった。
まして御糀外
人教師の場合は、
日本人教師の数倍の伯給を受けるの
が一般で、
当然校長よりも数等高い倅給を
受けていたという状況がある。
例えば、
創立当時の学翌院にも同様の状況が見られる。
院史の
一曰として編化された『学習院の歩み』に、
創立期の状況説明と
して「教師の給与が院長や次長より多く、
ことに外人教師はきわ
めて麻給であった」という記事と共
に、
当時の倅給表の写真が掲
載され いる。
その写其版仰
給表によると、
明治十二年当時、学
習院院長の伶給「年作三百五十円」に対し
て、
一般教師の中には
「平野久太郎
月倅―二十円」（駐純な月掛で年倅三百六十円）と
院長より翡い者も屈り、
外人教師チャレス・グージングにいたっ
ては「月作百五十円」（単純月街で年伶千八百円）で、
院長の五
倍以上の招給である。
この倅給上のアンパランスは、
各人材の学歴を中心とする股歴
の相退によるも と思われ
明治という
新しい時代になり、
そ
れまでの鎖困政策を転じて西欧から近代文明を受け入れる方向を打ち出した国家 は、
その西欧文明を確実に受
け取り、活
用でき
る人材投成が忌務であった。
そのため、
新しい国政を担う人物捉
成の場としてのA帝 大学＞を頂点に、
それ
に連らなる教育制度
の充実をはかるために多くの外国人、
当然のことな
がら新しい近
、、、
代文明の担手であ
とみなされる
西欧人
たちを屈い入れたのであ
る。
そして、
当時唯一のA帝国大学＞であっ
た東京帝函大学文科
大
学を、
明治二十六年に卒菜した漱石
は英文科本科卒業生として
は、
明治二十四年卒業の立花政樹に次ぐ二人目の卒菜生であった
ことからもわかるように、
彼は新しい日本を担うぺく従成され、
期待された
＾帝国大学＞卒業の＾学士＞、
当時の戯改に「末はfW
士か
大臣か」と
うたわれた
＾
学士様Vと
いう
数少ない超エリート
(at4) 
の一人だったのである。
こうした超エリートであったが故に、
先にも述ぺたような「外
人教師な
みの待遇ならば行っても良い」という条件が出せたので
あるし、
同じく
＾学士＞である横地とともに、
校長を超える作給
が与えられたのであって、豆目金之助という阻人に限られた特別な
待遇だった訳ではないのである。
このことは、後の朝日新間社
入社に際して、
社から出さ
れた月招二百円という倅給栢やその勤
、
、
務条件が、
夏目金之助が漱石であるが故の特別な条件で
あったの
とは沢なるところである。
松山中学校における漱石の待遇が、
彼
侶人に限られた後遇ではなかったことは、
一年間という短い任期
で松山中学校を辞め、
熊本第五裔等学校へ転勤した漱石のあとを
受けて、
明治二十九年同校の英話
教師
となっ
た玉殺一郎一
は、
明治二十八年七月帝大英文科卒
の
いわゆる新卒（それに比ペ
漱石 明治二十六年卒業と同時に大学院入学を許され
、院
生とし
て研究を船けるかたわら、
一方では東京高師嘱託教授でもあった
ことは前述の通り）の股歴であり
な
がら、
漱石の月俸八十円を二
（北6)
十円上回る月俸百円で採用されていること
を見て
もわかることで
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更に、
漱石の場合は、
その採用の背後に当時の愛媛県当局の財
政難があり、
法外に高給な外国人教師の月給を分割化
し、
日本人
（江6)
教師に切り替えよう
とする県側の政策の一四で
もあ
ったのである。
現に松山中学校では
その
後外国人教師を屈っていない。
この月
招のいきさつ ついて、
当初漱石自身は何も知らなかったようで
ある。
従って彼の経済生活から1;;nえば、
それまでの巡二回という
中途半鉗な形ながら、
束京茄師での収入が年仰四百五十円（月倅
三十七円余）であったのに比ぺると
、倍
以上の収入になった訳で、
漱石としては今ま に く自分が漑給取りになったという感じを持ったかも知れない。
しかし、
高給取りになったらなったで、
それまでの寄宿舎生活
のようには行かず、
出111がかさみ、
この八十円の月俸も漱石にそ
れ程 経祈的余裕は与えなかったようである。
‘,' 三、,｀`
漱石は松山赴任当初、
赴任伐用の借金返済やら、
新しい土地で
の下宿を愁えるための出収が重なって
か、
あらこらへ経済的不如
窯をかこつ手紙を杏き送っている。
その最初のものは、
赴任後四
日目の四月十二日に束京帝大へ向けて送られた、
大学在学中の貸
与金（奨学金）の返済延期を申し出る次のような手紙である。 ある
。
小生在学中の餃代本月より早速御返済可申上筈の処始めて赴任
(JE7) 
の折色々の部合にて手元不如忍につき両三月閥御柚予相顧度結局この面いはlUIき入れられて、
返済期日が延期
されるが、
約
束の三ヶ月が
経
過しても漱石が月賦返済を始めないので、
六月に
は帝固大学僭記官硝水彦五郎から返済仔促状を受け収ったらしい。同年六月二十五日に次のような返
事をむき送っている。
申し出恢期限も既に経過致快に付て 其中何とか致す心得に有之候処忽ち店内を拝受し罹愧の至りに不堪仰の通り追々両三月中より月賦にて御返済可致飲文而からは「忽ち伐杏を拝受」、
「浙愧の至」など、
義務製の
人一倍強かった漱石が
、
自らの迅約に対して恐縮している様子が
うかがえる
もの
のこの再度の手紙においても、
なおも「追々両三
月中より月賦にて」と更なる猶予を頼うような表現をしている。当時、
余程金の必要なことが
あったのかも知れないが、
こうした
述約は几帳面な漱石には似つかわしくないことの に思われる。漱石は、
一脳の債人に対しては金銭上の巾柄に限らず、
どんなに
些細なこ
とに対しても細心の心辿い
をし、
他者の侶頓
を
裏切らな
いために過敏とも言える程の神経を使っ
た人で
あ
るが、
案外＾公＞
に対しては冷淡で、
金銭上での横行を決めこもうとするところが
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あったのかも知れ
ない。
その一例として、
ほほえましくもューモラスなのが、
朝日新闘
入
社当初 明治四十年五月
二十八日、
渋川玄耳宛に所得税の脱税
についての御伺を てた手紙であろ。
わが朝日新間に於て社員諸君は所得税に対して如何なる態度を
．
取られますか。社の方では一々
税務署の方へ生等の所得高を通
．知
されますか。
又は税務署の方から照会又は検査に参りますか。
所得の申告をしろ
と梱促状が来ましたから一
寸参考に伺ひたい
と思ひます。夫か
らあなたはどうい
ふ風になさいますか。御役
人をやめら
れてから始めての所得申告と云ふ点が小生と一寸似
て居ますから是も参考に一寸聴かして下さいませんかこの手紙に対す
ろ玄耳の返答は、
些細な
こ
とに卑劣なことをす
るな、
という叱咤の内容であったらしく、
漱石は直らに翌日の二
十九日、
玄耳に宛てて自分の哀意を白状し、
懇愧に堪えぬ様子を
述ぺた手紙を書き送っていろ。
所得税の事を御聞き合せ被下まして御手数の段どうも難有存じます。実はあれもほかの
社貝なみに．スルク構へて可成少ない税
を払ふ目雰を以て何った訳であ
ります。
実は今日迄教師として
．充分正直に所得税を払
っ
たから当分所得税の休養を仕ろか左も
なくばあまり繁劇な
ろ払ひ方を遠慮すろ積りでありました。然
ろ所公明正大に些々た〔ろ〕所得税の如き云々と一喝された為めに蒼く って急 貧意に従って其直に
届け出でる気に相成り
n
ました。御安心被さい。この手紙と同日の五月二十
九日に魯かれた朦田哲太郎宛の手紙
には、
「手許に十円ばかりあり。
御不
如意の由なれば失礼ながら
用を弁ぜられ度し。御返済は卒業して金がウナル程出来た時でよろし御母上の御病気御大事と存侯。」とある。片方で脱税の相絞をしながら、
片方で
は困窮していろ学生に、
「失礼ながら」という
立ら入った申し出 対する恐縮の言葉まで添え
て、
返る当てのな
い金の援助を申 出ている
のである。この、
周辺の人々に対すろ
常に変わらぬ究大な金銭援助につ
いて
は、
既に述ぺたことがあろ
(n8) 
のでこ
こでは繰り返さない。
右のような個人に対する、
漱石
の
衷心よりの援助に比ぺて、
＾公＞から擬求されろ金に対しては
他にも、
半強制的な寄付金
などについて、
婆求通りに支払いながらも不承不承であること、
迷惑であろことを洩ら
した奮間が数通残されていろ。
さて、
ここで明治二十八年の松山に戻
り、
漱石の松山での経済
生活に触れた他の手紙を追ってみた
い。それら
を月日頻に並ぺて
みろと、
その第一通は四月十七日付
の、
大学院時代の恩師神田乃
武に宛た搭簡である。
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・ 教 授 後 未 だ 一 週 間 に 過 ぎ ず 候 へ ど も 地 万 の 中 学 校 の 有 様 杯 は 東
京 に 在 つ て 考 ふ る
如き淡泊のものには無之小生如きハーミット
的 の 人 間 は 大 に 困 却 致 す 事 も 可 有 之 と 存 候 く だ ら ぬ 事 に 時 を 殴や し
思ふ様に延“・も出来ず且又過日御
話
の
洋 庁 鵞 庁 薔 か 哭 [ C い
、 、 、 、 、 、 、
、、、、
出来ぬ様にな
り は せ ぬ か と 窃 か
に 心 配 致 居 候 （ 以 下 傍 点 筆 者 ）
東都の二瓢生を捉へて大先生の如く取扱ふ甲返す/＼恐縮の至に
御
座 快 （ 中 略 ） 小 生 宿 所 は 裁 判 所 の 裏 の 山 の 半 腹 に て 眺 望 絶
佳の別天地恨らくは猶俗物の厄介を受け居る事を当地にては先
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
生然とせねばならぬ故衣服住居も八十円の月招に相当せねばならず小生
如き
丸裸には当分大閉口なり
尿、
、 、
当夏は出来る
な ら ば 九 洲 の 山 河 を 祓 渉 致 度 と 存 候 へ ど も 嚢 中 自
、 、 、 、ら銭なくといふ景況にて奈伺とも
致 し 難 く 候 （ 中 略 ） 小 生 当
地
に 参 り 候 目 的 は 金 を た め て 洋 行
の昨費を作る所存に有之候処夫
、、、、、、、、、、、、、
所ではなく月給は十五日位にてなくなり申侯（傍点箪者）右 の 三 通 の 祖 簡 の 内 、 第 一 と 第 三 の 世 簡 は そ れ ぞ れ 恩 師 と 先 政
と に 松 山 で の 情 況 を 報 告 し た も の で あ
る。従って、文面は多少形
式 的 で 、 出 費 の か さ む こ と を 揆 然 と 述 ぺ て 貯 菩 困 難 で あ る こ と を報告するに留めている
が 、 第 二 の 書 簡 は 親 友 正 岡 子 規 に 宛 て た も
のだけに
内容も具体的で、ざっくばら
ん に 出 費 の
かさむ理由、そ
れに対する閉口ぶり
が述ぺられ
ている。
そこで子規宛の甚簡に注目す
る
と 、 そ こ に 誉 か れ た 漱 石 の 出 費
の 理 由 は 、
「当地にては先生然と
せ ね ば な ら ぬ
故 衣 服 住 居
も 八
十
円の月倍に相当せね
ば な ら ず 」 と い う も の で あ る 。 つ
まり、当地
松山へ中学校教師として、しかも外人教師の替わ
り と
し て 赴 任 し
た漱石は、外
人教師の替わりに東京からやって来た＾学士様V夏
目金之助とはいったいどん
な先生なのだろう、という衆目の集中
する
中で、その身分、その俸給に見合うだけ
の外見や体裁を整え
る た め の 出 費 が 必 要 だ っ た の で あ る 。
このことは、それまで学生とし
て伺
の体裁もいら
ず 、 沼 の み 箔
の ま ま 寄 宿 舎 生 活 を し て い
た漱石には、何か
ら何まで新潤
し な け
れ ば な ら な い 訳 で 、 実 際 か
なりの出費になったであろう。当時は
官 吏 の 身 分 、 階 級 、 俸 給 額 、 異 動 な ど は 新 聞 紙 上 に 発 表 さ れ
て い
た 。 従 っ て 、 111 間 の 人 々 は 、 そ う し た 情 報 に よ る 身 分 判 断 で 彼 らをながめたのである。実際漱石は、松山に到沼した当日、ひとまず採装を解いた城戸塁という旅館で
、g分に
よってまるで違った
扱いを受けると
いう経験をしている。城戸投では、平凡な服装
、（育い背広に中折帽）で入って来た漱石を粗末
な
II
竹 の 間 ー ヘ 案
その第三通は七月二十六日付斎藤阿具宛の祖簡である。 その第二通は五月二十八日付正岡子規宛の也簡である。
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内した。が、新聞で彼が学士様であろこと、月俸が八十円であろことなどを知ろやいなや、新館一番、つまり城戸屋第一等の部屋へ移ってもらっていろのである。この経験は後
に「坊っちゃん」
にも転用された有名な工ビソード
であるが、こうし
た世間の注目
に対して、それに適うだけの所帯を構える必要が この時の漱石にはあったのである。
そじて、後に五高の生徒たらから、その風采の堂々たることを
理由に「華族様」と渾名さ 、「夏目先生二上ゲタイモーノハ朱
（紅9)
塗ノ馬車ノニ頭立」と欧われた漱石は、洋服の柄や着物の襄地を気にしたり、カイザル髭をねじり上げたりするおしゃれな所もあった。漱石の性格が几帳面であったということは、しばしば指摘される点であるが、それだけに服装などにはきらんと 上等のものを求め ろう。松山中学校 漱石は、紺のダプルの背広服に赤皮の靴をはいてい よ
うである
し、日消戦争出征兵士の凱
旋歓迎
はフロック・コートに山高相という出で立ちで、生徒
たちから「フ
ロック・コートが似合う」とひやかされろという場（註D)
面もあった しい。こ
のしゃれた服装にも、それ相当の痰用がか
かったことであろう。こうした漱石の出殴に対して、門下生の森田草平は「漱石先生
と私」（『夏目漱石3』講談社学術文庫所収）
の中で、「
先生が都会育ちで金のかかる人にできていたからであ
る。だから ほか
の田舎漢には我慢のできるところで、先生は我
世ができな
い。」と評していろ
。この評は、ロンドン留学時の金不
足をかこつ漱石の
不濶に対してなされたものであるが、田舎者を
自認する草平の目に映った都会人漱石の経済感党が表われていて興味深い。この漱
石の性格は、そのまま松山での経済生活にも反
、、
ぶ
11
)
映していると見
てよか
ろう。つまり天下の東京から、田舎が山へ
やって来た都会人としてのプライドが要求する出喪である。
そして、少なくとも、当時の官吏たらに課せられていた俸給一
割の製艦痰八円、下宿料十円、父親への仕送りとして十円の出費が、衣食の外に毎月最低必要であった。
その上に、八月から十月までは日清戦争従
m
によっ
て宿病の結
核を悪くした子規が帰郷し
、漱石
の
下宿へ同居しているため、そ
のための出費もあった。
この当時の二人についての金銭エピソー
ドとしては、
後年の明治四十一年九月一日「ホトトギス」に掲載
された「正岡子規」と題する狡話に、次のようにある。
僕が松山に居た時分、子規は支那から伺つ
て来て僕のところへ
逍つて来
た。（中略）大将は昼になると莉焼を取り寄せて、御
承知の通りびらや／＼と音をさせて食ふ。それも相談も無く自分で勝手に命じて勝手 食ふ。まだ他の御馳走 取寄せて食つたやう あったが、僕
は新焼の事を一番よく党えて居る。それ
から東京へ帰る時分に君払つて呉れ玉へといつて澄まして帰って行った。僕もこれには驚いた。其上まだ金を貸せといふ。何でも十円
かそこら持つて行ったと党えてゐる。
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．子規の同居していたニヶ月間は、右に述べられたような食費や生 活 費 以 外 に も 、 病 後 の 身 体 で 床 に 伏 し て い
ることの多い
子規に、
小 逍 と い う 形 で 何 く れ と な く 援 助
をし
ていたことが、饒子夫人や
（註2)
虚 子 の 回 想 記 な ど に 見 え て い る 。
こ の よ
うに、松山で衆目を集め
る「大先生」として社会人（勤
労 者 ） と し て の 第 一 歩
を踏み出した漱
石 は 、 「 小 生 如 き ハ ー ミ ッ
ト的の人間は大に困却」と嘆息しながらも、一個の完成された社会人として
の 形 を 整 え る た め に 、 種 々 の 煩 瑣 な 交 際 も 含 め て 様 々
な事柄に金銭を質やしてしまったようである。
ただ、この松山時代の漱石の
経済事情は、まだ詳細には分かっ
て お ら ず 、 出 費 の 多 さ に 対 し て 、 特 別 な 女 性 へ の 仕 送 り が あ っ たの で は な い か 、 と す る 宮 井 一 郎 氏 の 推 測 な ど も 出 さ れ て い る 。 ど
（ 紅 13 )
ちらにしても、漱石は周辺との比較の上ではかなりの高額所得者で あ っ た に も か か わ ら ず 、 本 人 自 身 は 経 済 的 に 余 裕 が あ る と い う意 識 を 持 っ て い な か っ た
のは確かである。従って、結婚をしたい
ことを洩らしながらも、明治二十八年十一月十四日の子規宛搭商
． で は 、 「 三 々 九 度 の 方 は や め
に
す る か も 知 れ ず 如 何 と な れ ば 先 づ
金の金主から探さねばならぬからな」と魯き送っているのである。しかし、漱石の
結婚については同年十二月には中根鋭との婚約が
成 立 し 、 翌 二 十 九 年 、 第 五 高 等 学 校 へ の 転 任 直 後 、 熊 本 の 地 で 結婚す
る
こ
とになる。
註 10註 11 註9 註 8 註 6註
7
‘
註 5 註 4 註3
• 
註ー註 2
参照 漱 石 密 簡 、 明 治 二 十 六 年 八 月 十 五 日 立 花 銑 三 郎 宛 参 照同右これらの就職迎動については、大正四年三月二十二日、学 習 院 で 行 な っ た 講 演 「 私 の 侶 人 主 義 」 の 中 で 回 想 し てい
る
。
漱 石 が エ リ ー ト の 道 を 歩 む に 到 っ た 事 情 、 決 意 そ の 他 につ い て は 拙 稿 「 夏 目 漱 石 の 経 済 感 党 （ そ の 二 ） ー＇ 自 分の 力 で 獲 得 す る も の — ' 」 （
『
岡 大 国 文 論 稿 第 十 四 号 』
昭 61 . 3 ) 参 照荒
正 人 『 漱 石 研 究 年 表 』 参 照
．
前 掲 才 神 時 雄 「 漱 石 の 月 偉 八 十 円 の 背 景 」 参 照明 治 二 十 八 年
四 月 十 二 日 清 水 彦 五 郎 宛
拙 稿 「 夏 目 漱 石 の 経 済 感 笈 （ そ の 一 ) |｀ 他 者 へ
の経
済
援 助 ー 」 （ 『 岡 大 国 文 論 稿 第 十 三 号 』 昭 60 . 3 )前 掲 荒 正 人 『 漱 石
研 究 年 表 』 吉 田 美 里 「 夏 目 先 生 を 憶 ふ 」
同 右 荒 正 人 『 漱 石
研究年表』参照
漱石が東京以外の地方を田舎と見なし、ことに松山に対しては、
「結婚、放蒻、茄習三の者其一を択むにあらざ
れば大抵の人は田舎に辛防は出来ぬ」（明28.5.28子
印
規宛）とか、「田舎にくすぼり（中略）一向さへたる事も無之」（明28.7.26斎藤阿具宛）と、ことあるとと
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註13 註12
に田舎、田舎と呼び、＾田舎Vという言葉に浪祝の意を込めていることは、その書簡に敗兄する表現からうかがわれる。鍋子夫人の回想記『漱石の思い出』には、聞いた話しとして松山での漱石と
子
規との関係が「夏目が月給をとっ
てくると、時々小逍いをやらうなどと って子規さんに金をやっていたものだそうです。」 述べられ いる。また、飴本丑之介氏は「漱石先生 松山 （『漱石全集月報』昭和十ニヰ四月第六号） 中で、「子規が寄寓中のお小逍は殆ど漱石先生の嵌中から出てゐたものらしい。」とし、柳原極堂の語ったことと
して、「子規の枕元に四
いであった丸火鉢の下へ黙って十円紙幣を敷い 、それから二階へ上るのを目撃した」という事実を伝え い
る。
荒正人氏の『漱石研究年表』によれば、松山 学校 同僚たらの俸給は前述の校長、横地以外では英語教師西川忠太郎四十円、数学教師渡辺政和三十五円、英話助 諭弘中又―二十円、体操助 諭浜本利三郎 二 あ 。
（山形県立米沢女子短期大学講師）
金沢大学語学文学研究
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